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 ティーボールは・・・ 

２つのチームが攻撃と守備を交替し，ボールを打ったり，捕った

りして得点を競い合う運動である。 

 

児童からみると・・・ 

・ボールを打って得点につながったり，ボ 

ールを捕ってアウトにしたり，チームが 

勝ったりすると，楽しさを味わえる。 

・ティーにボールを置き，止まっている状 

態のボールを打つことができるので，打つ 

ことに抵抗が無く運動できる。 

しかし…  

・上手にボールを打てなかったり，うまく 

捕球できなかったりする。 

 

 

 
本校では・・・ 

 

学習カード 教材 

学習課程 課題設定 

親しみ 

やすい 

苦手意識に 

繋がってしまう 

☆フルスイングでボールを遠くに飛ばし，走塁の

仕方を工夫することができるようにする。 
 



《規則》 

☆始めから提示する規則⇒シンプルなものにする。 
・１チーム５～６人で，守備は３人とする。 

・攻守交代は３分とし，攻撃側は決められた順に打っていく。 

・安全のため，バットはバットゾーンに置いてから走る。 

・内野ゾーンに２人，外野ゾーンに１人で守備をする。攻撃側が打ったら 

動くことができる。 

・１打席で最大３回バットを振ることができ，ファールゾーンに打ったと 

きはストライクとしてカウントする。 

・守備時には，打球を捕った人の所へ残りの２人が集まり，ボールを中心 

にして手を繋いでしゃがんだら「アウト」と言い，同じチームの担当が 

太鼓を叩く。攻撃は，打ったら進めそうな塁まで走り，「セーフ」と言い， 

同じチームの担当が電子ホイッスルを鳴らす。守備の太鼓の音よりも先 

に，攻撃の電子ホイッスルが鳴ったら，進めた塁の分だけ得点が入る。 
 

★追加の可能性がある規則 

⇒児童の困り感・必要感に応じて，教師が提案・追加する。 

児童の困り感 追加のルール 個人やチームのメリット 

・守備が目の前にいてすぐに

捕られるので，思いきって

打てない。 

・内野ゾーンに入って守るこ

とはできない。 

・すぐアウトになる心配がな

いので，思いきって打つこ

とができる。 

・もっとたくさん得点したい。 

・バットが飛んできて危ない。 

・チーム全員がバットゾーン

にバットを入れることがで

きたら，ボーナス５点とす

る。 

・ボーナス５点をもらうため

に，安全面の確保ができる。 

・遠くに打たれるとたくさん

点がとられる。 

・内野ゾーン，外野ゾーンにそ

れぞれ守備がいればよい。 

 

・立ち位置を自由に考えるこ

とができ，守備がしやすく

なる。 

・打っても遠くに飛ばないの

で，１点しかとれない。 

・もっと，得点をとりたい。 

・バットを振る回数を１回減

らす代わりに，ランナーを

一人置くことができる。（ラ

ンナーはホームに還ってき

て得点となる） 

・いつも１点しかとれない児

童が，複数得点をとること

ができる。 

※単元前半で規則を工夫し，単元後半で「ランナーを置き，何点取

れるか考える」学習ができるようにする。 



・ケンコーティーボールＳ 

・ケンコーティーボールＭ 

 長さや重さの違いがあるので，授業中に使い分けられ

るようにする。 

 

 

（小）：コートの近くに持って行く。 

・守備ボード(黒テープでコートを作ったホワイトボード)  

・マグネット 

・マーカーペン 

・チームファイル 

(規則，作戦カード，攻撃・守備の順番表など) 

 

 

 

 

 

 

 

《教具》 

・ボール 

  

 

・バット 

 

 

 

・カゴの中身 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＩＫＡＳＡ ソフトドッジ 

・飛びやすく，弾みやすいボールにする。 

・打った時に手首に負担がかからないよ

うにする。 

 

（大）：学習板の近くに置いておく。 

・個人の学習カード  ・筆記用具 

・水筒        ・タオル 

 

教具の作り方や材料の値段などについては，本校までお問い合わせください。 

バットゾーン 

内野ゾーン 

ベース間８ｍ 

外野ゾーン 

外野ゾーンまで１８ｍ 

待機ゾーンまで 

２ｍ程度（かごと得

点板も同様に離す） 



 

指導計画 ゲーム「ティーボール」（９時間） 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

 知識の獲得・技能向上 知識・技能を活用し，ランナーを置いてゲームを楽しむ 

0 オリエンテーション 

・単元を通した学

習のねらい 

・ゲームの行い方

の説明 

・学習のルール 

・用具の扱いにつ

いて 

・試しのゲーム 

・課題をつかむ 

(チームの課題) 

・あいさつ ・用具の準備 ・ウォーミングアップ 

6 ・健康観察 ・課題確認 ・守備確認（ゲームで守る守備を選ぶ。）※５時間目以降 

 ゲーム１ 第１次リーグ戦 ゲーム１ 第２次リーグ戦 

16 ＜課題解決学習＞ 

教師が動き方のポイントを押さえて指導する。 

 

＜予想される課題＞ 

 

 

 

＜予想される練習＞ 

 

 

＜課題解決学習＞ 

教師が示した練習方法の中から解決方法を児童が選択又は考

案できるようにする。 

＜予想される課題＞ 

 

 

 

＜予想される練習＞ 

32 
 
 

 

ゲーム２ 第１次リーグ戦 ゲーム２ 第２次リーグ戦 

45 

・反省（学習カードの記述は３分間）※はじめ，なか，おわりは 5分間 ・まとめ ・片付け ・クールダウン ・あいさつ 

 

 

※態度につ

いては，国

立政策研究

所の評価規

準 を 用 い

る。 

ボールの打ち方 守備の仕方・配置 
もっと得点をとるために，打者と

走者の組み合わせを見付ける 

ティーバッティング スローランニング  ベースランニングリレー スローランニング ティーバッティング ホームラン競争 

もっと得点をとるために 
打球に応じた，

走塁の判断 

9 

38 



 

体育の学力（評価規準） 

 体 育 の 学 力 

技能 

On 

the 

ball 

skill 

①ボールにバットを当てることができる。 

②フェアグラウンド内にボールを打つことができ

る。 

Off 

the 

ball 

movement 

③打たれた打球の正面に入ることができる。 

④全力で走塁することができる。 

態度 

①ゲームに進んで取り組もうとしている。 

②規則を守り，友達と励まし合って練習やゲームをしたり，ゲ

ームの勝敗を受け入れたりしようとしている。 

③用具の準備や片付けを友達と一緒にしようとしている。 

④周囲を見て場や用具の安全を確かめようとしている。 

知識， 

思考・判断 

①ベースボール型における，得点の方法を知り，規則を工夫し

たり，打者や走者の能力に応じた攻め方を考えたりしてい

る。 

②相手に応じた守備の仕方を選んでいる。 

③ボールの軌道によって，走塁を工夫している。 

 

課題解決のために必要と予想される練習方法 

別付 DVDに映像有 

① 
ティー 

バッティング 

ティーに置かれたボールをバットで打つ。フェアグラウン

ド内にボールを打つ技能を身に付けることを目的とする。 

② 

ホームラン 

競争 

距離別に置かれたコーンを目印にして，他のチームと飛ん

だ距離を競う。遠くに打つ技能を身に付けることを目的とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③ 

ベース 

ランニング 

リレー 

 ホームか２塁にチームごと 

で分かれる。一人が打者役と 

なり，バットを振る。バット 

を振ったと同時にスタートし 

，順番にランナーとしてベー 

スを１周する。先に１周回っ 

たチームの勝ち。素早くベー 

スを回る技能を身に付けるこ 

とを目的とする。 

 

④ 

スロー 

ランニング 

打者はボールを打つ代わり 

に投げてベースを回る。守備は 

飛んできたボールを捕球して集 

まる。守備は「誰が捕るのかを 

判断し，素早く集まる」技能を 

身に付けることを目的とする。 

打者は「投げたボールの軌道や 

守備の状況を見て走塁する」技 

能を身に付けることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

展開１（１時間目 オリエンテーション） 

 

・単元を通したねらいを伝え，学習のめあてをもつことができるようにする。 

・用具の扱い方や場のつくり方について指導する。 

・ティーボールにおける規則や授業での約束について指導する。 

 例：バットは必ずバットゾーンに入れ，周りを見てから振る。 

   使っていないボールは，かごの中に入れる。 など 

・試しのゲームを通して，スーパープレーヤーになるためにはどうしたらよ

いかイメージできるようにする。 

・「これならできそうだ！」「自分たちもやってみたい！」という意欲をもつ

ことができるようにする。 

 
時配 過 程 ・学習内容と活動    ○指導と支援 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 

 

 

 

健康観察 

オリエンテーショ

ン 

 

課題確認 

 

 

 

 

 

 

 

試しのゲームにつ

いての説明 

 

 

 

 

 

 

○大きな声で元気のよい挨拶で学習が始められるようにする。 

○集合場所，並び方，服装，持ち物の置き場所について確認する。 

（ビブスはズボンにしまう。赤白帽子は後ろ向きにする。ミサンガやピン

を外す。） 

○健康観察を行う。 

○ティーボールの学習のねらいや進め方について伝える。 

・単元を通して，自分がどのような姿になりたいのかを考え，発表する。 

 

 

 

 

・本時の課題を知り，ゲームを通して，個人の課題に加えて，チームとして

どのような課題があるのかを見付ける。 

○課題は，声や協力などの態度面ではなく，バッティングやキャッチなどの

ボール操作や，走塁の仕方や守備の仕方などのボールを持たない時の動き

など，技能面に関することを見付けるように伝える。 

○３コート同時に，各コートで兄弟チームと行うことを伝える。 

○ルールについて，以下の内容を確認する（初めは簡単に）。 

・１試合６分（３分で攻守交代）。 

・守備は３人 

・守備は，攻撃側が打ったら動くことができる。 

・守備は，打球を捕った人の所へ残りの２人が集まり，ボールを中心にし

て手を繋いでしゃがんだら「アウト」と言い，同じチームの担当が太鼓

を叩く。攻撃は，打ったら進めそうな塁まで走り，「セーフ」と言い，

ためしのゲームをして，スーパープレーヤーになるための 

ポイントを見つけよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

学習の場，用具の

準備をする。 

 

 

ウォーミングアッ

プ 

 

 

 

 

健康観察 

チームでの確認 

 

試しのゲーム① 

 

 

 

全体での確認 

 

試しのゲーム② 

 

片付け 

反省 

まとめ 

 

 

 

 

クールダウン 

 

あいさつ 

同じチームの担当が電子ホイッスルを鳴らす。守備の「太鼓」の音より

も先に，攻撃の「電子ホイッスル」が鳴ったら，進めた塁の分だけ得点

が入る。 

・バットは，必ずバットゾーンに入れる。   

・１打席で最大３回バットを振ることができる。 

・ファールゾーンに打ったときはストライクとしてカウントする。 

○事前に準備をしていた実際の場を使いながら確認する。 

○場の準備の仕方や，かご・得点板の置く場所等について確認する。 

 （バットゾーンの箱は２人で，他のものは１人で運ぶ。ティーやベー

スの置き方を確認する。カゴや得点板は，待機場所内に置く。） 

○チームで分担し，協力して素早く準備するよう伝える。 

○必要な部位をほぐすとともに心肺機能を高められるよう，担任が主導で準 

備運動とボール慣れの運動を行う。 

・二人組になってキャッチボールをする。１時間目では自由な方法・距離で

パスを行う。 

○足を動かしながら練習を行うように伝える。 

 

○健康観察をする。（必要に応じて水分補給をする時間を設ける。） 

・攻撃時の打順，守備時の試合に出るメンバーを確認する。 

・ホームベース前に全員整列して並ぶ。 

・笛の合図で挨拶をする。 

・コート内で円陣を組んで気合いを入れる。 

・ゲーム終了の笛でホームベース前に整列して並ぶ。 

・笛の合図で挨拶をする。 

○必要に応じて水分補給をする時間を設ける。 

○試しのゲーム①を終えて，ルール等で困ったことを確認する。 

・試しのゲーム①と同様に行う。 

 

・チームで分担し，協力して素早く片付けをするよう伝える。 

○円になって話し合う，友達の意見をしっかり聞いてから書くなど，チーム

での反省の仕方や学習カードの書き方について確認する。 

・チームごとに集まり話し合いながら，チームや個人の課題について学習カ

ードに記述する。 

○児童が発言を行う際，他の児童の意見を受けて発言できるように配慮す

る。 

○教師主導で整理運動を行い，使った部位をほぐすことができるようにす

る。 

○毎時間，元気よく挨拶をして終えることができるよう伝える。 

 

朝礼台コート 



 

展開２（２～６時間目） 

時配 過 程 ・学習内容と活動    ○指導と支援 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 

準備 

ウォーミングア

ップ 

 

 

 

 

 

健康観察 

 

課題確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・服装を整えて整列をして，元気よくあいさつをする。 

・チームで分担して，素早く場や用具の準備をする。 

○必要な部位をほぐすとともに心肺機能を高めることができるよう，教

師主導で準備運動とボール慣れの運動 

・２人組でのキャッチボール 

・ぶんぶん体操 

○キャッチボールでは，試合で飛んでくることが予想されるボールを投

げるよう伝える。（距離や投げる強さ，高い・低い等）ぶんぶん体操で

は，腰をひねり，体を大きく使ってタオルを振れるようにする。 

○健康観察をする。必要に応じて水分補給をする時間を設ける。 

 

・学習カードに記述した前時の課題とそれに対する教師のコメントを読 

み，本時の課題に対して見通しをもってから活動に入るようにする。 

○本時の課題を確認する（本時の課題は，前時までの児童の困り感やゲ

ームの様相を基に設定する）。 

＜２時間目＞ 

 

 

＜３時間目＞ 

 

 

＜４時間目＞ 

 

 

＜５時間目＞ 

 

 

＜６時間目＞ 

 

 

○前時のゲームの様相を基にした知識テスト（３択問題）を提示する。 

○追加する規則がある場合は，確認をする（児童の学習カードの記述や

ゲームの様相等を基に教師が提案・設定）。 

・内野ゾーンに入って守ることはできない。 

・チーム全員がバットゾーンにバットを入れることができたら，ボーナ

ス５点とする。 

・内野ゾーン，外野ゾーンにそれぞれ守備がいればよい。 

ボールを遠くにとばすためのポイントをみつけよう！ 

 

フルスイングでボールを遠くにとばそう！ 

立ち位置を考えてフルスイングをしよう！ 

守びの仕方を考えてアウトをたくさんとろう！ 

高得点をとられない守びをしよう！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

ゲーム① 

 

 

課題解決学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲーム② 

 

 

片付け 

反省 

まとめ 

 

 

クールダウン 

 

あいさつ 

・バットを振る回数を１回減らす代わりに，ランナーを一人置くことが

できる。（ランナーはホームに還ってきて得点となる） 

○良いプレーがあったときには，全員に聞こえるように大きな声で褒めて，

何が良かったのかを具体的に知らせることで，全体に共有する。 

○素早く行動してたくさん動けるよう声をかけて回る。 

○必要に応じて水分補給の時間を設ける。 

・本時の課題に対してどうだったかを，チームや全体で話し合う。 

○話し合いが停滞しているチームに対しては, 課題を確認させるために 

教師が主導でうまくいったことと, うまくいかなかったことを確認し

合うよう伝える。 

○チームの困り感に応じて教師が練習方法を紹介する。 

 （「ティーバッティング」「ホームラン競争」「ベースランニング」「ス

ローランニング」） 

・練習方法によっては，チーム練習かペアチーム練習かを選択して行う。 

○ゲームを楽しむと同時に, 勝敗だけにこだわらず, 練習したことをゲ

ームで活かすことができたかを考えながらプレーするように伝える。 

 

・チームで分担し，協力して素早く片付けをする。 

・チームごとに集まり話し合いながら，チームや個人の課題について学

習カードに記述する。 

○児童が発言を行う際，他の児童の意見を受けて発言できるように配慮

する。 

○教師主導で整理運動を行い，使った部位をほぐすことができるように

する。 

○元気よく挨拶をする。 

 

 

 

 

 

 

 



 

展開３（７～９時間目） 
時配 過 程 ・学習内容と活動    ○指導と支援  

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 

準備 

ウォーミングア

ップ 

 

 

 

 

 

健康観察 

 

課題確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲーム① 

 

 

課題解決学習 

 

 

 

 

 

 

 

・服装を整えて整列をして，元気よくあいさつをする。 

・チームで分担して，素早く場や用具の準備をする。 

○必要な部位をほぐすとともに心肺機能を高めることができるよう，教

師主導で準備運動とボール慣れの運動 

・２人組でのキャッチボール 

・ぶんぶん体操 

○キャッチボールでは，試合で飛んでくることが予想されるボールを投

げるよう伝える。（距離や投げる強さ，高い・低い等）ぶんぶん体操で

は，腰をひねり，体を大きく使ってタオルを振れるようにする。 

○健康観察をする。必要に応じて水分補給をする時間を設ける。 

 

・学習カードに記述した前時の課題とそれに対する教師のコメントを読 

み，本時の課題に対して見通しをもってから活動に入るようにする。 

○本時の課題を確認する（本時の課題は，前時までの児童の困り感やゲ

ームの様相を基に設定する）。 

＜７時間目＞ 

 

 

＜８時間目＞ 

 

 

＜９時間目＞ 

 

 

○前時のゲームの様相を基にした知識テスト（３択問題）を提示する。 

○良いプレーがあったときには，全員に聞こえるように大きな声で褒めて，

何が良かったのかを具体的に知らせることで，全体に共有する。 

○素早く行動してたくさん動けるよう声をかけて回る。 

○必要に応じて水分補給の時間を設ける。 

・本時の課題に対してどうだったかを，チームや全体で話し合う。 

・話し合いが停滞しているチームに対しては, 課題を確認させるために 

教師が主導でうまくいったことと, うまくいかなかったことを確認し

合うよう伝える。 

・ペアチームで「スローランニング」「練習ゲーム」を行う。 

○ランナーを置く塁やバッターとランナーの組み合わせ等を確認しなが

ら練習を行うように伝える。動き方のわからない児童に声をかけ，指

ランナーを使ったこうげきをためしてみよう！ 

ボールのとび方によって何点とれるか考えながら走ろう！ 

ランナーをうまく使って，チームのさい高とく点をとろう！ 
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ゲーム② 

 

 

片付け 

反省 

まとめ 

 

導する。 

【ランナーの置き方の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ゲームを楽しむと同時に, 勝敗だけにこだわらず, 練習したことをゲ

ームで活かすことができたかを考えながらプレーするように伝える。 

 

・チームで分担し，協力して素早く片付けをする。 

・チームごとに集まり話し合いながら，チームや個人の課題について学

習カードに記述する。 

○児童が発言を行う際，他の児童の意見を受けて発言できるように配慮

バッター 

【３るいかホーム】を目指して走る 

ランナー 

【１るいか２るい】におく 

遠くに飛ばすこと

のできるバッター 

バッター 

【１るいか２るい】を目指して走る 

ランナー 

【３るいか２るい】におく 

 

遠くに飛ばすこと

が苦手なバッター 

https://store.shopping.yahoo.co.jp/kasukawa/ksp1-mg-ldb.html?sc_i=shp_pc_search_qview_shsrg_img
https://store.shopping.yahoo.co.jp/kasukawa/ksp1-mg-ldb.html?sc_i=shp_pc_search_qview_shsrg_img
https://store.shopping.yahoo.co.jp/kasukawa/ksp1-mg-ldb.html?sc_i=shp_pc_search_qview_shsrg_img
https://store.shopping.yahoo.co.jp/kasukawa/ksp1-mg-ldb.html?sc_i=shp_pc_search_qview_shsrg_img


 

 

 

 

 

 

クールダウン 

 

あいさつ 

する。 

○９時間目の授業では，ティーボールの学習を通してできるようになっ

たことやこれからの学習に生かしていきたいことなどを全体で発表し

合う時間を設ける。 

 

○教師主導で整理運動を行い，使った部位をほぐすことができるように

する。 

○元気よく挨拶をする。 

※学習カードは、ホームページに載っています。 


